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児童と母親における被服色彩の嗜好性に間する研究
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目的:　衣服や色の嗜好の形成に関して、母子間にどのような関係が存在し、影響を与える

のであろうか。母親の嗜好特性を把握し、児童の嗜好特性への影響度合と関係を明らかに

するために、本報では母親自身の嗜好特性と体型の関係について報告する。

方法:　児童（5・６年生）とその母親を対象に色彩の嗜好性や生活行動等についての調査

を実施した。調査は、親子同一番ヽ号の用紙を用いて、分析時点で組にできるように設定し

た。何れも質問紙調査法で、母親は託送調査である。実施時期:　昭和6 2年1 1月中旬･～

下旬。調査数：　3 5 7組;　有効回答数2 2 2゛組（有効回答率6 1.9 4％：　分析項目に完全

に回答したもの）。調査地域:　大阪府堺市。調査対象校:　大阪府堺市立Ｈ小学校。主たる

質問項目は、母親の嗜好色、着用したい服の色等色に関する項目、身長・体重･ 体型願望

など体型に関する項目等で･ある。集計分析は、クラスター分析・数量化豆類等である。

結果：　①体型に関する項目を元に6クラスタが求められたr長身大柄型Ｊ「長身痩身

型j 「短躯肥満型」　「短躯標準型」　「中背標準型」　「中背痩身型」である. ( F-.　ｐく001)

②「好きな服の感じ」とクラスタとの関係では、「

しい’感じ」を、「中背標準型」「長身痩身型」で「

る

型

標

望

R）1類から、「中背標準型」では、「グレ

長 身大柄型」で「落ち着い?t ■おとな

くだけた感じ」

や「ピンク」の

「スポ-ティ」゜が好まれ

色を好み、「長身大柄

」では「紺」が好まれている。@「長身大柄型」ではr黒」を似合うと考え、「中背

準型」では、　「紺■赤」を似合うと考えている。これらから、母親では、体型や体型願

により、似合う色と好きな色は異なると考えられる。母親の平均年齢は、38､Ｆ才である。

D 18 服装におけるイメージとデザインとの関連について（第1報）
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　目的　私達は服装から様々なイメージ感情を抱き、また表現したいイメージの服を着装

する。そのイメージは服装の形態、色彩といったデザイン要素によって大きく異なる。そ

こで服装のイメージとデザインとの関連を明らかにし｡被服設計やデザイン教育に役立て

たいと考える。今回は若い女性向けの服装雑誌より選んだ写真サンプルから服装のイメー

ジを測定して、イメージを構成している主要な因子を抽出し、それらの因子に影響してい

るデザイン要素について検討した。

　方法　①服装のイメージを表現すると思われる形容詞を20対選んだ。②服装雑誌から

　304のサンプルを選んでスライドにし、１サンプルにつき女子学生約80名にそれらから受

けるイメージをS D尺度法により評価させた。③その評定平均値をもとに因子分析を行い

主要な因子を抽出した。④抽出された服装イメージの主要因子の因子得点を外的基準に、

衣服を構成しているデザイン要素を説明変数にして数量化Ｉ類による分析を行った。

　結果　服装に対するイメージの主要な因子は、①カジュアル②目立ち③洗練性④明るさ

⑤親しみの５因子であり、累積寄与率は94. 5％であった。これらのイメージに大きく寄与

しているデザイン要素は、カジュアル因子については下衣の形、上衣のデザインディテー

ル、目立ち因子については下衣の形、上衣の色相、トーン、洗練性因子については上衣の

色相、下衣の形、明るさ因子では上衣、下衣の色相、上衣のトーン、親しみ因子では下衣

の色相であった。


